
1.本園の教育目標

・幼児期にしかできないさまざまな遊びや活動を通した生活の中で、

　社会のルールを学び、思いやる心や豊かな感性、生きる力・学習の根を育む

・居心地の良い温かな環境の中で、一人ひとりの子どものよいところを認め、伸ばす

・家庭と幼稚園が手を取り合って、一緒に子どものことを考える

・全教員が全園児と関わる

2.令和７年度　重点項目・教育課程→別紙参照（年間教育課程）　

3.評価項目の達成及び取り組み状況

評価項目 評価

・各学年の発達に基づき五領域に沿った教育課程を作成、

　保育に反映させた。

・保育者は教育的配慮をもって物的環境を構成している

教育課程 ・人的環境として子どもが全ての活動に主体的に

環境の充実 　取り組めるよう一人ひとりに応じた援助を行っている

・月ごとのカリキュラム作成においても職員間で話し合い、

　活動におけるねらい、目的を確認し例年にとらわれることなく

　新たな活動も取り入れた

・子どもの声からビオトープを設置。より身近に自然への探求を深められるような

　環境を整え、意識しながら保育を行った。

・戸外では暑い時期に熱中症予防として水分補給や休息をとりながら、

教育内容 　尚且つ子どもたちが思い切り体を動かし、自主的に好きな遊びを楽しむ環境を

方法の充実 　守り整備した。

・運動会、遠足、音楽会、発表会などの大きな行事は保護者参加の意義を考え、毎回

　実施方法を見直し、園児・保護者双方にとってより良いものとなるよう努めた。

・毎日保育後に職員会議を行い、クラスの子どもたちの成長、課題、

　今後の留意点を報告、相談し今後につなげた。全職員が全園児への共通理解を

　深めることによって子どもへの対応に相違がないよう努めることができた。

教師の役割 ・夏には教員自身が深めたい内容や保育課題を意識し、研修会に参加するなどして

資質向上 　自己研鑽に努めた。

・降園時に、子どもたちのその日の様子を一言保護者へ伝えることで家庭との

　連携を深め信頼関係の構築につなげていった。

家庭との連携 ・日常保育における活動の様子を保護者へお知らせするため

子育て支援 　幼稚園ホームページの更新を随時行い、情報の発信に努めた。

令和７年度　自己評価・学校関係者評価報告書

令和８年　４月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学校法人育英幼稚園

取り組み状況

1 A

2 A

3 A

4 A

・写真や動画を用いた園内研修を随時行い、教職員間で理解を深めあい、子どもの

・連絡用アプリによる出欠連絡など保護者の利便性を高めるとともに、おたよりや

　理解につなげた。その中で保育日誌を刷新し、教員間での情報の共有がしやすい

　環境を整えたことにより、教育の質向上にもつながった。



・通常の預かり保育に加え、預かり保育中におこなう習い事を取り入れることで

　送迎の負担を軽減するなどして、支援の必要な家庭に協力する機会を設けた。

・感染症の発生時などには掲示による注意勧告を行い、拡大防止に努めた。

・今年度も充実した保育に取り組むとともに、子どもたちの手洗いを習慣化し、

安全、衛生 　衛生意識を育むように努めた。

危機管理の ・地域の警察署と連携し防犯訓練を行い、緊急時などの職員の対応について

充実 　共通意識を持ち対策を行ってきた。

・園内での怪我等の原因や状況を改めて把握する機会を持ち、環境整備を行い

　事故の再発防止を徹底して行った。

評価（A…十分に成果があった　　B…成果があった　C…少し成果があった　D…成果がなかった）

4.総合的な評価結果

評価

５つの評価項目について重点的に取り組んだ結果、物的環境、人的環境ともに十分に

配慮された保育内容となった。

本園カリキュラムの二つの大きな柱である「自発的な遊び」と「みんなで共有する活動」を基本とし

一人ひとりの子どもを大切にした質の高い教育を実践することができた。

学校関係者評価委員会においても、ICTの活用が進んだことによる、教員の負担軽減や保護者との連絡

等における利便性の向上が評価された。

しかしながら、保護者アンケートによると、行事の開催の仕方や預かり保育などおいて、保護者との

価値観の差も見られる。保護者に対し理解を求めるとともに、保護者の要望にも寄り添えるように

課題として捉えていく必要がある。

評価（A…十分に成果があった　　B…成果があった　C…少し成果があった　D…成果がなかった）

２０２５年度　育英幼稚園保護者アンケート

（実施期間） 2026年2月24日～3月31日

（全園児数） 121名

（回答数） 112名

【質問１】お子様は育英幼稚園に喜んで通っていますか。

１．そう思う 107名（95.5％）

２．ややそう思う 2名（1.8％）

３．どちらともいえない 3名（2.7％）

【質問２】育英幼稚園は、集団生活に必要な決まりや基本的な生活習慣が身に付くよう

指導していると思われますか。

１．そう思う 99名（88.4％）

２．ややそう思う 13名（11.6％）

【質問３】育英幼稚園は、子ども一人一人の個性や発達に応じた対応を心がけていると

思われますか。

5 B

理由

A

4 A
　ドキュメンテーションを随時配信することで、保護者の教育理解を高めた。

・補助金による給食を提供し、家庭の負担軽減につながった。



１．そう思う 103名（92％）

２．ややそう思う 8名（7.1％）

３．どちらともいえない 1名（0.9％）

【質問４】育英幼稚園は、創意工夫のある教育をし、子どもに様々な経験ができるように

していると思われますか。

１．そう思う 107名（95.5％）

２．ややそう思う 4名（3.6％）

４．ややそう思わない 1名（0.9％）

【質問５】育英幼稚園は、行事の計画や開催の仕方など工夫していると思われますか。

１．そう思う 93名（83％）

２．ややそう思う 16名（14.3％）

３．どちらともいえない 2名（1.8％）

４．ややそう思わない 1名（0.9％）

【質問６】育英幼稚園は、野菜の栽培、虫や植物との触れ合いなどを通して自然とのかかわりを大切に

していると思われますか。

１．そう思う 109名（97.3％）

２．ややそう思う 3名（2.7％）

【質問７】育英幼稚園は、子どもの安全を考えた防犯、防災対策を行っていると思われますか。

１．そう思う 106名（94.6％）

２．ややそう思う 6名（5.4％）

【質問８】育英幼稚園は、降園時やおたより、ホームページでの伝達・保護者面談などで、園での

お子様の様子や活動を伝えようと心がけていると思われますか。

１．そう思う 102名（91.1％）

２．ややそう思う 9名（8％）

３．どちらともいえない 1名（0.9％）

【質問９】育英幼稚園はカンガルークラブ・ひよこサークル・子育て相談など、子育て支援を

行っていると思われますか。

１．そう思う 87名（77.7％）

２．ややそう思う 20名（17.9％）

３．どちらともいえない 4名（3.6％）

４．ややそう思わない 1名（0.9％）

学校関係者評価

子育てをめぐる環境は急激に変化しており、園の存続に向け真摯に向き合わなければならない状況にある。

そのなかで、新園長の元、創立以来の幼稚園教育の本質を守りながら、社会のニーズに応えようと様々な

ことを試みていたことは評価に値する。日々の教育内容の充実はもとより、就労する保護者の増加に伴う

行事・預かり保育のありかたや、子どもたちの体力や体験不足が顕著になっていることを踏まえての

遊び方の見直しなどである。一つ一つに丁寧に取り組んでいることの伝達方法の工夫が来年度に向けての

課題となるであろう。

委員 幼稚園・地域住民・保護者 各 名 計９名



(委員) 幼稚園・地域住民・保護者 各3名 計９名

第三者評価

保護者アンケートと幼稚園の自己評価から、子どもたちが自発的に遊ぶ中で主体性や協働性を育む教育

実践が、保護者の満足度の高さとなっていることが読み取れる。特にＱ２の回答では「そう思う」

「ややそう思う」合わせて１００％となっている。規範意識や生活習慣の確立は、個性尊重を信条と

しつつ、友達との共有や自主的に行動するという「個」と「集団」の双方をバランスよく教育に

取り入れ実践している故といえるだろう。

預かり保育や子育て支援については、保護者の負担軽減や教育課程以降の教育の充実を図っているが、

保護者の価値観との差も垣間見られる。保護者の意向を考慮しながらも、園児の最善の利益を念頭に、

今後の幼稚園の方向性を検討していくことが必要となろう。さらに、安全面での自己評価が昨年より

下がっている。この結果は幼稚園の真摯な振り返りであり、課題を明確にすることで改善を図って

いくことが望まれる。

幼稚園に求められる内容が多様になっている現在、育英幼稚園の歴史ある教育理念を踏襲しつつ柔軟性を

持った教育実践の継続を期待したい。

元貞静学園短期大学教授 齋藤恵子


